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長野県総合教育センター通信

しののめ

平成28年度の評議員会を10月3日（月曜日）に開催しました。

研修講座や生徒実習，先端施設の視察

本年度は８名の評議員の皆様にご
出席を賜り，センターの諸事業に関
して，幅広い立場からご意見を頂戴
いたしました。

評議の要旨は，Ｗｅｂページにアッ
プ致しますのでご覧ください。

評議の様子

センター評議員会を開催しました
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１ 職員会や校内研修会

２ 学年会や係会

３ 教科会や教科研究会

４ 同僚間の話題

５ 校内で講習会または研修会等

６ 校外で講習会または研修会等

７ 資料を印刷配布または回覧

８ その他

(校長先生)

対象受講者が受講した本研修内容の共有（報告等）は，どのように行いましたか。（複数回答可）

受講後の共有・活用への支援をすすめて３年目を迎えます。調査対象人数を倍にしても，数値的に大きな
変化は見られないことから，受講内容の共有・活用，資料の配布・回覧は定着していると考えています。ま
た，記述部から研修内容を受講者個人だけのものとせず，授業研究会や校外の研究会での発表を積極的に
行っている様子がうかがえます。センターとしては，より一層の共有と活用がすすむよう講座での配布資料
や，具体的な共有方法等について工夫をしていきたいと考えています。
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「大変役立った」と回答した受講者が減少していますが，調査対象人数を２倍に増加したことによる変化
と考えています。受講当日のアンケートを見ますと，受講者が講座に期待する内容が多様化してきています。
センターとしては，直ぐに活用できるもの，課題解決への糸口となるもの，同じ課題を抱える教員との協議，
ＩＣＴの実践的活用等について受講者の期待に応えられる内容へと再考したいと考えています。

■■ 大変役立った

■ 役立った

■ あまり役立たなかった

■ 役立たなかった

(受講者) 受講した研修内容は役立ちましたか。

希望研修対象講座（必修課題研修，選択必修研修対象講座
含む）において，6月3日～8月30日までに実施した140講座
（ 2,977名）の受講者から598名を対象者として実施しました。
その結果の一部をご紹介いたします。

トモニ先生

ミガコ先生

受講者のニーズ・抱える課題の多様化への対応として，新たな教育課題に対応するための
内容を取り入れ，研修講座で模擬授業，実践発表，演習を充実させます。
講座構成については，受講者同士の考えに触れ合うことは，実践への意欲につながりま

す。講義と演習や協議のバランスを考え，講座の中で演習や協議の時間を十分とります。
ＩＣＴ教育では，情報教育に関する研修講座を精選し，「プログラミング教育に関わる講

座」の新設を考えます。
報告促進として，研究会や職員会での報告は確実に増えていますが，より一層報告し易くな

るように，学校長・教頭に報告する場面を設定していただけるようにセンターが伝えます。
受講促進について，上記の結果として「また受講したい」「同僚にすすめたい」と思って

いただける講座を目指します。 つなぐ先生

次年度に向けて

受講者・
主事共に
明るく，楽
しく，前向
きに，そし
て夢がも
てるような
講座を目
指します。
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研修講座受講後（追跡）アンケートについて



◆◆◆感想の抜粋◆◆◆
・とても分かりやすく具体的な内容で，さらに明日
からでもすぐに実践してみたくなるヒントが盛り
込まれていてとても勉強になりました。
・これから成すべきことがわかり，やる気が出た。
・アクティブ・ラーニングのイメージと実際の授業
をつなげることができました。
・アイデアが生まれそうです。刺激がありました。
・自分も生徒になった気持ちで協働的な学びの深ま
りを実感することができました。
・午前中からのパッケージがとてもよかったです。
・今日ここでしか学べないことと，ここでしか出会
えなかった仲間と学べた満足感でいっぱいです。

主体的・協働的な学びのすすめ方 （８月２６日）
この講座は，次世代型教育推進センターとの共催講座として開催されました。
この講座のねらいは，次の４点です。
・学習指導要領改訂に向けて国の動向を知り，要点を整理する
・課題の発見と解決に向けた主体的・協働的に学ぶ学習についての理解を深める
・主体的・協働的に学ぶための指導の方法等について学ぶ
・実践報告から学んだ指導法を，いかに授業に取り入れるとより効果的か考える
研修内容は，以下のとおり充実していました。
「学習指導要領改訂の動向」文部科学省 田村学 視学官
発表「実践を通してアクティブ・ラーニングを考える」次世代型教育推進センター研修協力員
演習「授業動画を活用したワークショップ型研修の提案」次世代型教育推進センター研修協力員

研修講座から

◆◆◆感想の抜粋◆◆◆

・ＩＣＴの使い方にも展開の仕方次第で多くの
工夫ができ，子どもたちに興味を示せること
が分かった。

・ＩＣＴの使い方だけでなく，使う上での留意
点なども詳しく学ぶことができた。

・生徒視点からの教えをいただいたので生徒の
立場に立って機器が使えそうです。

・他校との合同授業や算数の図形や表・グラフ
の授業に生かしたい。

・ＩＣＴを積極的に使おうと思わなかったが，今
回の研修で気軽に使えること，便利なこと，拡
張性を学ぶことができたので授業で扱いたい。

初めてのＩＣＴ機器活用 Ａ（６月３日） ／ Ｂ（８月１０日）
この講座の目的は，次の３点です。

(1)学校における教育の情報化と長野県の活用実態について理解する。
(2)ＩＣＴの基本的な操作法と活用法を理解する。
(3)各学校の設備に応じたＩＣＴの活用を考える。
講義や演習を通じて，ＩＣＴ活用時の板書との関係をはじめ，「見とどけ」の大切さを知ってい

ただくとともに，情報共有や視覚化することで学びの深まりにつながっていくことを知っていただ

けました。



展示スペースを充実しました

トモニ先生

ミガコ先生

講堂入口脇のこのスペースに展示されている作品は，長野県美術
教育研究会が毎年開催している「長野県児童生徒美術展」の応募作
品の中から研究会に推薦していただき，お借りしている作品です。

一つ一つの作品から，子どもの声を聞きとってみてください。絵の
中から子どもの思いが感じられると思います。

講 堂

講 堂

ここです。（１Ｆ）

ここです。（２Ｆ）

国際理解教育パネル展

長野県児童生徒美術展選抜作品

講堂脇の階段を上った落ち着いた空間に，この展示はあります。
現在，ＵＮＩＣＥＦからパネルをお借りして，
「ユニセフってなあに」 「わたしも学校に行きたい」

の二つの展示をしています。学校の価値や国際理解教育について
改めて考えさせられるスペースです。
今後も，ＪＩＣＡの展示なども予定されています。

研修の休憩時間等にぜひご覧ください。

つなぐ先生

センターからのお知らせ


